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１　平成２７年度　水理模型実験について

（１）実験内容について
・次のとおり水理模型実験を行った。
・「現況」、「改良その1」、「改良その2」流量規模 100年確率洪水（Q=210m3/s）で実験

①「現況」のままでの実験

②「改良その１」（放水路部分を堤底まで切り下げ）での実験

・長期的土砂動態を把握

③「改良その２」（放水路部分を堤底まで切り下げ＋左岸袖部の一部撤去）での実験

平成２８年６月２３日

切り下げ

切り下げ
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（２）実験結果について

結果表
床固工群からの流出量 水路からの流出量

2 1.83 35.17 30,363 15,385 8,447 6,938
3 2.47 48.07 31,296 14,691 7,514 7,177
2 0.31 9.39 21,705 26,670 17,105 9,565

　　　①「現況」での実験（100年確率流量）

　　　②「改良その１」（放水路部分を堤底まで切り下げ）での実験（100年確率流量）

平成２８年６月２３日

　　　③「改良その2」（放水路部分を堤底まで切り下げ+左岸袖部の一部撤去）での実験（100年確率流量）

注釈 ※1　ダムの根入から下部への洗掘箇所数
※2　ダムの根入から下部への最大洗掘深
※3　ダムの根入から下部の洗掘幅（洗掘箇所が複数箇所の場合はトータル幅）
※4　No.1床固工から下流へ流下した土砂量

・ダムの根入れを超える洗掘は2箇所（No.1床固工 両岸）発生したが、「現況」・「改良その１」に
比べ洗掘箇所及び洗掘深等は減少したが、下流への土砂流出量が1.7倍以上となり他の実験結
果より大きく増加しており、保全対象（道路・漁場）への影響のおそれがある。

改良その１(100年)
改良その２(100年)

ケース
洗掘箇所数

※1
最大洗掘深(m)

※2
洗掘幅(m)

※3
ﾀﾞﾑ間での
捕捉量(m3)

流下土砂量(m3)※4

現況(100年)

・ダムの根入れを超える洗掘箇所は2箇所（No.1床固工 両岸）発生した。

・ダムの根入れを超える洗掘は3箇所（No.1床固工 両岸、No.2床固工 左岸）発生し、最大洗掘深
も2.47ｍと「現況」より0.60ｍ以上も深く洗掘されるほか、洗掘幅も合計で48ｍ以上となり、放水路
部分の切り下げにより構造物が分断されているため、不安定となるおそれがある。
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（３）現況と実験後の流路状況
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（４）実験後の河床の状況
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２　方向性等について

（１）今後の治山ダム改良の方向性

（２）平成28年度事業の提案内容

○流域の荒廃状況調査

・荒廃地調査

・林況調査

○河床変動予測ソフト（iRIC）によるシミュレーション解析

・長期的土砂動態を把握

・河川環境の変化を把握

※詳細については別紙よる

　平成27年度の水理模型実験の結果から、治山ダム堤底部までの切り下げ改
良は、魚類の産卵環境の改善において一定の効果があった。
　しかし反面、河床の低下や土砂の流出もあることから、防災機能への影響が
想定された。
　改良の検討は、サケ科魚類の産卵環境の改善と既存の治山ダムが河口付近
にある定置網漁場に対して果たす防災機能の維持とを両立させることを条件に
行っていることから、災害時と現在の流域全体の状況（荒廃地・林況等）を比較
し、改良方法等について総合的に判断するための調査・検証が必要である。
　なお、治山ダム改良にあたっては、地元関係者からの理解を得ながら進める
必要があり、地元への説明とダムの改良方法や時期について、今後も十分な
議論が必要なことから、継続した取り組みを行っていく。

　平成28年度は、ルシャ川流域全体の荒廃状況調査と災害発生当時との比較
検証の実施を行うとともに、前回の水理模型実験では100年確率洪水を用いた
短期的な実験であったため、長期的な変化を想定した河道変動や産卵環境の
変化及び治山ダム改良後の防災機能の変化を把握するため、数値解析による
シミュレーションを行う。
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別紙 

河床変動予測ソフトによる数値シミュレーション解析について 

1.基本事項検討

シミュレーション計算は、河川変動予測ソフト「iRIC」を採用する。また、数値シミュレーシ

ョン計算に際して、各種入力項目を検討し設定する。

2.入力条件

粒 径：最初の 10 年間は均一粒径（平均粒径 60％）とし、その後、2年間は混合粒径とする。

流 量：融雪洪水規模の流量とする。

（近隣河川の融雪洪水流量を用いて比流量により算定） 

その他：マニングの粗度係数、泥水密度、砂礫の密度、砂礫の内部摩擦角等 

3.地形データ作成

・ シミュレーション計算の実施に際して、平面図・横断図を用いてメッシュデータの作成を

行う。

・ メッシュ間隔は横断方向 2m×縦断方向 10m を標準とする。 
・ 対象範囲は、ルシャ川河口から床固工を包括し、かつ現地形の川幅を再現できる延長

650m×幅 200m とする。（別紙） 

4.解析条件

次のシミュレーション計算を実施する。

・ケース 1・・・現状 
・ケース 2・・・床固工改良（3 基とも堤底まで幅 40m で切り下げ） 
・ケース 3・・・床固工撤去 

5.データ整理

計算結果を土砂の流動深、到達範囲等の時間経過毎に整理するとともに、これらを計算結果図と

して取りまとめる。また、流路の変動や下流への土砂流出量について取りまとめる。

6.計算結果の考察

計算結果およびデータ解析結果の考察を行うとともに、床固工改良が保全対象や海へ与える影響

を評価し、改良の有効性の検討を行う。
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